
h9］が，簡易同定

キットでこの2菌種に鑑別することは困難であるため，

本研究での S. intermediusは SIGとした［7, 9］．同定

された菌株に対して Clinical and Laboratory Stan-

dards Instituteドキュメントの基準（M100hS18）に従

い，セフォキシチンディスク法を用いてメチシリン耐性

ブドウ球菌の判定を行った．薬剤感受性試験の供試薬剤

としてクラブラン酸・アモキシシリン（C/AMP），セフ

ァレキシン（CEX），セフジニル（CFDN），ゲンタマイ

シン（GM），オフロキサシン（OFLX），ホスホマイシ

ン（FOM），クロラムフェニコール（CP），ドキシサイ

クリン（DOXY）を用いた．

成　　　　　績

MRSIGは，犬の28例と猫の7例から分離され，材料

別内訳では皮膚から18例，皮下膿瘍から7例，眼分泌

物から5例，尿から2例，耳垢，鼻汁および膣分泌物か
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要　　　　　約

2007年1月から2009年2月までに当院に来院した犬28頭および猫7頭の病変材料からメチシリン耐性Staphylococ-

cus intermedius group（MRSIG）が分離された．MRSIGは皮膚から18例，皮下膿瘍から7例，眼分泌物から5例，

尿から2例，耳垢，鼻汁および膣分泌物からそれぞれ1例分離された．35症例中33症例（94％）は過去に抗生物質の

投与歴があった．分離されたMRSIGはクラブラン酸・アモキシシリン，セファレキシンおよびセフジニルに対してす

べて耐性で，ゲンタマイシンには80％が耐性，オフロキサシンには74％が耐性であった．いっぽう，MRSIGはドキシ

サイクリンにはすべて感受性で，クロラムフェニコールには46％が感受性，ホスホマイシンには34％が感受性であっ

た．これら感受性のある薬剤を用いると91％の症例が治癒または改善したため，in vivoにおいてもこれら薬剤は有効

であることが示唆された．―キーワード：薬剤感受性，メチシリン耐性，Staphylococcus intermedius．
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